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だいたのが 2002 年 10 月のことであった。本展はそれから 10
年以上の時を経て、あらたに収集した資料を中心により充実し
た内容で開催したものである。今回は近世の国学者や洋学者、
俳人、戯作者に対象を絞り込んだが、同一人物を描いた複数
の作品を並べて展示し、比較できるようにするなど、構成にも
工夫を加えたことで、じゅうぶんに観賞にたえるものとなったと
自負している。10
重書の収集手段としては、既存のコレクションとの
しつつ新たに購入するケースもあるが、有志の
寄贈いただくこともまた多い。図書館では、ご寄贈
「自分たちがしっかりと守ってきた資料を末永く保
開してほしい」という強い思いに応えるべく、すべ
後世に伝えるべき文化財であると同時に、現在の
めの活きた資料であると考え、整理、公開につと
回出陳した資料の中にも寄贈されたものが多く含
。今後寄贈していただく資料についても、折を見て、
を通して皆さんにご覧いただく機会を設けてゆきた
る。
一口に肖像画と言っても、その描き方はさまざまである。もちろ
ん写真ではないので、その人の姿そのままではないが、特に
描かれた人物と描き手の関係が近いとき、確かにこんな感じの
人だったのかもしれないと思わせる作品となっている。また、
同じ人物でも描き方一つで随分と違った印象になることもあり、
来場者にはそれぞれの見方で楽しんでいただけたと思う。
大学は今、積極的な情報発信を求められており、研究分野
の垣根を超えたさまざな成果が学内の研究者、研究機関から
発信されている。図書館が所蔵する資料や情報が、そうした
成果を生み出す基盤となっている場合が数多くあるであろうこ
とは言を俟たない。特に図書館の場合、資料、情報を活用す
るのは学内者に限らない。広く世界の研究者が、その内容に
注目し、活用している。いかに多くの方たちに、図書館の持つ
資料、情報を知っていただけるか、展覧会は「図書館からの情
報発信」のための重要な手段だと考えられる。今後も、積極的
かつ独創的な発信につとめてゆきたい。
